An Observation Regarding the Extended Day Care by 金澤, 妙子 & Kanazawa, Taeko
時間外保育に関する一考察
金澤妙子
An Observation Regarding the Extended Day Care
Taeko Kanazawa
［工］はじめに
　H5年5月，1歳児として途中入所したA子は，5
歳児の1月現在まで，居残り保育（平日15：30～
ユ7：30，土曜日11：30～17：30）と特別保育（保育所
が休所の第2と第4土曜日8：00－－17：30）を受けてい
る。私は，A子と保育者のかかわりに興味・関心
をもって研究し続ける過程で，このような時間外
保育がA子にいろいろに捉えられていくことに出
くわした。保育所の機能がより多様化していくこ
とが求められている昨今，このような時聞外保育
が子どもにとって何なのかをA子の事例の中で考
えてみたい。
［H6年度］
　在所児44名（5歳児18名，4歳児ll名，3歳児15
名く2歳児1名を含む〉各1クラスの編成）
　職員数7名（所長1名，主任1名，保母3名，調理
員ユ名，用務員ユ名）
［H7年度］
　在所児41名（5歳児11名，4歳児17名，3歳児13
名〈2歳児2名，1歳児1名を含む〉各ユクラスの編
成）
　職員数7名（所長1名，副所長1名，保母3名，調
理員1名，用務員1名）
［瑚保育所の状況と
　　　　　　そこへの私のかかわりについて
〈保育所の状況〉
［H5年度］
　在所児50名（5歳児17名，4歳児ユS名，3歳児10
名，未満児5名〈2歳児3名，1歳児2名〉各・1クラス
の編成）
　職員数8名（所長1名，主任1名，保母4名，調理
員ユ名，用務員1名）
［H8年度］
　在所児43名（5歳児17名，4歳児12名，3歳児14
名〈2歳児4名を含む〉各1クラスの編成）
　職員数　H7年度に同じ
［H9年度］
　在所児38名（5歳児13名，4歳児11名，3歳児14
名〈2歳児4名を含む〉各1クラスの編成）
　職員数　H7年度に同じ
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To test the level of comprehension of
loanword cognates, at the end of the
above-mentioned exit test, l placed
four additiofial vocabulary problems.
These vvere the fottr basewords at the
1001-2eeO level that l had allowed to
remain in the text without any
atteRtion being dTawn to them. Three
werds -- negleeq pride aRd block --
were listed as being high-school level
by ebunsha's dictionary. The fourth
word, chain, was llsted as being a ju-
nior-high-scheol level word. I
accepted even answers that were
misspelied but reflected an accurate
phoBologica! memory (e.g. "correge" for
cegrage〉. Taken tegether, l would have
expected a cemprehension rate of about
6796.5 The resuits ef rny verificasion
were as expected:
t3ttbjecsc
Exit Test
% Recalled
66.5%
??
l kad cerrectly antlcipated the
comprehen$ion rate for leaiiword
cegnates. It was remarkable that the
anticlpated rate ef 67% was based on
ciata frem ranctomiy chesen basewords
(bau!ten, 199g, p.21), whereas the
actijal scose ef 66.5% was generated
frem words that had been recently
encDunte red iB a clas$roem text This
indicated that there may have been no
change rm the students (already fair)
recall of basewords even after an
incMeRta}, reeent exposure to them-
      Whether.a comprehension rate
gf 6796 is sgfficient fer fian-target
vscg{t}g}a. ry wili be addre$$ed below.
  {gie.gslijft -#3; ¥Yas it safe tc
 a$ssm..e st#ctg-#.g$' k.Rgw.ledge ef
}--g-e--iSfig--leye}, kigk-fTeqifency
vocabulary, and therefore
         treat them?ot
According to Ob.unshals ComPrehensive
EngtishiCJapanese Dictionary 〈1995},
by the time they reach college,
students should have been 'exposed to
about 4500 Engli$h werds. But do
hese include the high-frequency
words of English?
      Comparing the list of 1000
words that the Ministry of Education
requires ppear in approved English
l:h'8bth08,k8oofO.'.,kg",80E.21'ik.8Cegsu'
by the textbook makers) to the first
2000 words f the GSL shows that
94.2% ef the GSL is covered in the
Mombusho prepared lisL
     AIthough students had almost
certainiy encountered most of this
vocabulary, had it actuaily been safe to
assume that students remembered it
eneugh to provide a comfortable
reading environment iB which to ernbed
my target vocabulary?
      I employed a blank-filling test
with half of the 100 lst-year srudents
mentioned previously. On it 24 1-to-
1000-level werds, randomly chosen but
representing every letter from A to Y
(i.e. ali the letters appearing in the
GSZ), were u ed to test students'
phonological and orthographic recall of
words. The results, shown below, again
refiected an accurate phonological
recall of the words: -
tLlti!!:!isgsbect %
1-to-!OeO-Level WQrds
"--L --------- -- ----- -v- -"" t-r - --r nt--- ----
Recall d
75%
s3ggngry
Nation belSeves that eveR at a
cem.prehension rate of 95%, the
"vgcabulary laad is still high" (p.116).
Likewi$e West founcl the ideal rate of
-k.R--gwr.}- w.grd$ te be 9g%. (l955, p, Zl).
Hovvever, Helley fognd that "vocabulary
-66-
時問外保育に閲する一考察　一ある女児を例に一
りの会に加わっていたA子も，この頃は帰りの支
度は必ずした。どうせ居残りだから鞄はいらない
と言うと怒ったり邪険にはねつけた。
　迎えのある子の群れと共に走り出た玄関先で，
迎えを捜してかキョロキョロしたり，他児が自分
の家の人とかかわるのをじっと見ていて，しばら
くすると自分で自分の思いを振りきるようにして
中に入って来たり自分の遊iびに移っていくA子の
姿に，保育者は「かわいそうだね」「でも，どう
しょうもないね」と見守っていた。このように思
っている保育者は，母親に休みの日は遅れないよ
うに頼んで，“ご対面”の様子を朝から心待ちに
してA子’と共に喜んでいた。
　一人になることの多い土曜日の居残りや特別保
育を嫌がったり，前日から気にすることも出てき
た。
（4）他児り母親と戯れる
　入所当初から，様々な来所者に興味を示してか
かわろうとする意欲が旺盛なA子であったが，降
所時にも迎えの人に親しく寄って行き，声をかけ
たりふざけたりしてしばらく相手になpてもらっ
ていた。毎日のことなので，特定の人との特定の
かかわりも生まれていたようであった。保育者は
見守っていたが，遠慮がなぐて恥ずかしいようだ
との声も聞かれた。
（5）帰り支度をしなく・なる
　3歳児の時かち同じクラスのB子に一方的なが
ら親しい感情を抱い一（1いたA子は，4歳児の春・
B子達兄弟が急に居残りになった折，彼女らの真
似をして帰り支度をしないことがあった（記鐸
①／以下，文中では番号のみ表記）が，その後は
また帰り支度をしてみんなと玄関へ走って行くこ
とが続いていた（②傍線部）。
　ところが，4歳児の夏頃から帰り支度をせず，
帰りの会に参加することが出てきた。7月には鞄
をかけている方が珍しくなっている，しかも，挨
拶の時や玄関で外す姿からA子自身鞄が不要なこ
とを十分認識していることが分かる（③，④⑤傍
線部）。どんな大荒れの天気でも必ずみんなと一
緒に外へ出たA子が，帰り支度をしないばかりか
みんなと一緒に玄関へも出ず，室内に残って遊び
出す姿は，画期的なものだった（⑥傍線部）。
　同時に，「明日A子居残り？1と聞いたり（⑥点
線部〉，居残りが嫌だと言うようになった（⑦）b
帰りの会の後，我先に玄関へ走って行くことも次
第になくなり，荷物はロッカーにそのままに，玄
関へ急ぐ仲間の後からつまらなそうにρレ｝ていく
こともあった。　　　．　　　　　　一
　だが，楽しく遊んでいる姿がないわけではない
（④点線部）。帰っていく親子をじっと見ていて転
思いを振りきるように遊び出す（⑧傍線部）。母
親が迎えに来ても遊び続けて帰ろうとしないこと
もある。しかし，一緒に遊んでいた居残り仲間に
早く迎えが来るとその母子の姿をじっと見つめて
いる時もある（⑨）。’
　母親の仕事の都合で特別保育や居残りをしなく
ても良い日も出てくるようになると，みんなと一
緒に帰ることを喜んでいた（⑩⑪）。
＜記録①＞　H8．4．15（月）．
　おやつの時電話があり，B子・C子（双子），
R男（彼女らの弟）が居残りであることを伝え
ると，A子は「居残りだからA子と遊んでね」
とB子に言い，ソファにいるA子，B子で「わ
あい，居残り，居残り」とポンポン跳ねて喜ぶ6
　帰りの会で，A子はいつもの癖か，アノラ
ックを着かけるが，B子，　C子がそのままの
せいか気づいたように脱ぐ。
　会の後も，いつものように帰る子をじっと
見ていたりするのではなく，外へ出るとすぐ
ジャングルジムの方へ行く。B子，・A子，　C
子，R男とひとしきり木に登ったり，ジャン
グルジムに登ったり…。木から「あっ，お母
さんの会社が見える1」「青い屋根で榿色の
壁なん」（迎えに来た母親に確認すると，実
　　なの　際は見えないし，A子の言うような色の建物
ではないとのこと）…。
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　その後，水遊びになったが，工子がトトロ
を見ていると言うと，「トトロ見る」と中へ。
B子と一緒に見る。R男，　C子が加わる。今
日は暖かい一日ということもあり，途中から
また外へ。
が，17：00－－17：15の時点でA子一人となり，
ユ7115～17；30W先生にお茶を飲んで帰ろうと
誘われ私が事務室に入った時には遊びが途切
れ，やはり農協（母親の車が来る）の方を見
ていた。
＜記録②＞　1－1　8．　6．　5（水）． ＜記録③＞　H8，　7．8（月）．
帰りの会で，D子「D子，今日から居残りな
ん」と言い，帰りの時には鞄はそわないeA
子はやはり申目子を被り鞄をかける。みんなと
一緒に外へ。私は「A子ちゃん，そこへ鞄置い
て遊んだら一」と言うが，しばらくみんなの
帰るのを見た後，玄関を出た所にあるベンチ
へ走って来て鞄と囎子を置く。外でしばらく
ブランコをこいだりなどして，16；00に中へ。
　N男，D子，　A子で居残り。中に入って始
　　　　　　　　　　　　　　　まった私とのお家ごっこ。洗い→拭き　小さ
い。私「じゃ、私もお手伝いしよ’か一1，
A子「だめ1」「だってあたしお母さん，お姉
さんなんだもの」「アイスチョコは一？」「冷蔵
庫の中　と言いながらベビー箪笥のドア式の
部分を冷蔵庫の冷凍庫音分の扉に見立てて溺
け閉めして遊ぶ。日曜日，小学父の運畷会に
参加したせいか「今日，運動会なんねj。私が
ギうん，よ一いドン1」と言うと，力を込め
て，ぐるりと走る。私が「ガンバレガンバレ」
と応援　「ゴールここだよ一」と言うとゴー
といい　なかなか芸が細か　笑ってしまうe
「そちて，お母さんはお弁当持って来たんね」
と次の展開を解説し，私がその展開にのると
いう形でストーリーは進んだ。A子の描いて
いるストーリー・イメージと私の方で描いた
ストーリーが違うと，やはりト書きのような
形で自分の要求を入れながら遊びを進めた。
　工6：00～ユ7：30までの居残りの間，16：0G～
16：45までは私を相手に3ラウンドくらい一人
（？）でかなり熱中して想像遊びをしていた
今日は珍しく鞄をさげて出ていく。玄関の
所で，そばにいたW先生に「預かって一」と渡
して外へ。保育所の近所に家があるまた従兄
弟のT男（0歳児／兄達が通所している）の乳
母車の所で，T男を見たり遊具で遊んだり…。
＜記録④＞　H8，7．ユ5（月）．
帰りの会，鞄をそっていない。私には珍し
いが，担任によればこの頃そうだとのこと。
居残りが分かってきたのか？
　外に出ると棒渡しの所にいて1子，A子，
D子で楽しそうに話している。午前中はD
子・E子・工子のグループ（カクレンジャー）に
入りたいのに，なかなか仲問に入れてもらえ
ず萱盧』工主彊し∫2左重三Lま．なき一」些2三豆
では違うのか？それとも居残り関係なのか？
＜記録⑤＞　H8．　7．19（金）．
帰りの会，今日は鞄をかけている。でも，
さよ一うならの挨拶の時は外して玄関へ。玄関
でもすぐに飛んで出ない。ちょっといろいろ
な親子を見ては，一人で自転車に乗る。この
時間帯はまだみんなサッと帰らず，一輪車や
ブランコに乗ったりしているので，その中で
残っている。そのうち，みんながいなくなる
と一人で切り上げて中に入ってくる。
　積み木のところで，D子→さっきから，這
????って職員室を覗
いて、「ワンワ
ン」などと言っ
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　　　　　　　　　　　　ていた。
　居残り当番の0先生が「三匹の子ぶただな」
と言うと，1子『三匹のいぬ』だと言う。三
人でいるので仲問だと思っていたが，A子
「なんで，D子ちゃん，かってくれないの
　　　　　　　　　　　・入nて・一1」。
　犬になった1子が私のところに来て，私が
「お手」と言うとお手をする。A子も「お手」
と言うと，1子，ちょっと間があってお手を
する。　　　　　　　　　　↓
私もどうするかなと思っな丞一」ろΣ豊とこ立盛
じではなかった。
　16：10　D子の母来る。
＜言己録⑥＞　　H8．8．2（金）．
帰りの会の後，今日はまっすぐすみれ組
（3歳児クラスの名称〉のプロツクへ。麺豊を一
聖互塑tら」壺主左L全迂量ii馨」堕ヱ上生’頓些
そうに聞く。私「わかんないなあ，それは。
今日お母さんに聞いてみなくちゃ」。母，5時
過ぎに来て居残りのことを0先生に頼む。
＜記録⑦＞　H8．・8．・2（金）．
　F子は，ホールで私を見るとスカートをつ
まんで軽くスキップしながら，今日注射に行
くので途申で帰ると言う。A子「A子も注射
ある？」と来る。私「A子？知らない」「A
子も注射で早く帰るのがいいの？」と聞くと，
「うん，だってA子居残りやだ…　　」ギそっ
か一，昨日はお母さん早く来て嬉しかったよ
ね」。A子，頷く。
＜記録⑧＞　H8．　7．’25（木）．
帰り，園庭へ出て，うんていの所でN子ら
と一緒にぶらさがったり挑戦したりしていた
が，そのうち，パーッと子どもと迎えの家人
が帰り，A子はうんていの支柱に寄りかかっ
てG子親子らが帰っていくのを指をくわえて
見ている。足掛けを2，3段上り，反対側にい
るH子の弟を手招きする。H子と弟とその母
親，J子姉妹とその祖母が帰り，誰もいなく
なって，帰る方をちらっとは見たが，くるっ
と反対側へ向いてうんていをする。
　ユ5：30　D子，A子に誘われてか中へ入っ
てくる。
?
?
　　　　　　　　　積み木の上に、プ
　　　　　　　⇒リン，ポテト，柿
　　　　　　　　　などの食べ物が並
　ク　　　ク　　んでいる。A子が
　　　　才ラ才ラ児ス　　児ス　　ステージの上にい
　　　　　　　　　て来ないので，私
　　　　　　　　　が並べた。
A子，D子，ピアノの前に積み重ねてあるマ
ットのところに二人寝転んで何かを話す。そ
9堕，．蓋塗」…農塵．鯉盛≡壼左ム丞車圭止堕
亙L9左をニムコ塞藍も厘窪て見亜。
　A子「D子ちゃん，ブロックちるか一！！」
と袋ごと持って来てD子とブロック遊び。A
子「ねえ，D子ちゃん見て一！」，　D子「早
くA子ちゃん」ともう一つの人形を入れるよ
うに促す。A子「魔法使いで～飛んだんね」
「ピンポーンと今度青君のお見舞いなの，ト
コトコトコ」「ピンポーン】」「今度は赤君
の…　」。
　D子の母、16：45に来て17：00まで遊びを見
守る。A子「ちょっと熱出た」eD子「赤君
は階段からおったんね」。二人で、赤青黄の
ブロック人形を「プーン」と車に乗せたりし
てA子「ワーイワイワイ」。
．．・・－k・一一v”－u’x　Y　YY）＝：
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＜記録⑨＞　1・18，＆2（金）．
　居残り。ブロック遊び。「う霞っ．この入院
　　　　　　　　　　　　　1t］でo　　　tしたんね」「ギッタンバッコン，ギッタンバ
ッコン，ギッタンバツコン，ギッタンバッコ
ン」…とブロックで作った二体の人形をシー・
ソーのようにして楽しむ。U男（5歳児）が，ブ
ロックを取ろうとすると「だめ，ぼく（自分
のこと〉の弟み一んな」と抱え込み抵抗する。
　16：00　D子の母お迎え，母子をじっと見て
上重。
　16：05　1〈子の祖父，迎えに来る。
〈記録⑩＞　H8．7．・29（月）．連絡帳の母親の記述
　今日，特別保育しなくてもよかったA子，
とても嬉しそうでした。
遂行する姿も見られた（⑫）。工子も居残り仲間
という意識を共有するようになってきた（⑬〉。
＜記録⑫＞　H8．10．　11（金）．
　砂場で，A子，　N男，　D子が浅い穴の中に
入っていて，A子がD子に「D子ちゃん，さ
っきはごめんね一」とすまなそうに言ってい
る声がする。D子（仕方なくというロ調で）
「いいよ一」と言っている。遊びながらA子
はがらりと明るくなって「じゃ，D子ちゃん
今日居残りの時，いっちょにあそぼ。お家ご
っこだよjと言う。居残りの時捜すと，二人
は本当にすみれ組．でお家ごっこをしていた。
すぐ，A子の母が来たが，ちょっとごっこ遊
びにつき合い4人（A子，D子，　A子の母，
私）でホットケーキを食べる。
＜記録⑪＞　H8．　8．　1（木）．連絡帳の母親の記述　　く記録⑬＞　H8．　10．　12（土）．
　昨日今日と，みんなとお帰りが一緒で嬉し
そうでした。市民プールへ行き，おいしそう
なパンがあったよと私に教えてくれました。
久しぶりに一緒にお風呂に入り，早く眠りま
した。
（6）楽しく遊ぶ
　楽しく遊んでいたが、一人になると母親がやっ
て来る方を見ている姿もあった（②波線部，点線
部）。
　逓常の保育蒔聞中にも居残り時にも1子にはな
かなか受け入れてもらえなかったが，居残り時の
方が比較的受け入れてもらい易かった（④⑤点線
部〉。4歳泥の6月から新しく居残りに加わること
になったD子とは，正規の保育時間中は仲間外れ
にされても居残り時は楽しくごっこ遊びをする姿
（⑧波線部｝や二人で母親が来る方を見ている姿
もあった（⑧点線部）。4歳児の秋頃から，午後の
遊びの中で居残り時に一緒に遊ぶことを約束して
　朝，また従兄弟のT男，兄達を送ってくる
母親に連れられて来る。A子は玄関へ「T一
く一ん」と行く。1子もいてA子にf今日一
緒に居残りだね」と言う。聞いていた私が
「工子ちゃんもA子と居残りなのか一、（仲間T
がいて）よかったね一，A子一jと言うと，
工子「すみれ（3歳児）の時もだよ一」と前
にも一緒にやったことがあると話す。
（7）嫌がる
　5歳児の時には、特別保育はほとんどしなくて
も良くなったが，A子の母i親の迎えは大抵遅い。
共に楽しく遊ぶ一方，仲間の迎えが先に来て帰っ
ていくと，自分の迎えを気にしたり、「お家に帰り
たい」「電話してjとだだをこねることもある
（⑭）。保育者が、気持ちは分かるが電話できない
理由を話して諭すと、もっと荒れて居残り仲間か
ら赤ちゃんみたいと言われることもある（⑮）。
姉や祖父の一足早い迎えをとても喜ぶ。
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〈記録⑭＞　HaU．2ユ（金）．
　朝から，今日はおじいちゃんが早くお迎え
に来ると言っていたA子。15：36いつでもさ
っと帰ることができるよう玄関そばのステー
ジの上に鞄や帽子などの帰り支度を置いて，
外でN子どとても楽しく遊んでいた。
　16：27（暗くなってきた），事務室脇の戸口
を開け，会議中の私たちに早くおじいちゃん
が来るのにまだ来ないとべソっぽい表情で言
う。「どうしたんだろうねえ］「今，大急ぎで
向かっているよ」などと言葉をかけ応じなが
らも，本当にA子が言うようにおじいちゃん
のお迎えなんだろうかと認る保育者達。寒ぐ
なってきたから中に入っておいでと促す。7
分後，また事務室に入って来て「早くおじい
ちゃんが来るって言ったのに…　　，電話し
て」とぐずる。担任「電話はできない。なぜ
かというと，こんなに可愛いA子，早く迎え
に行ってやりたいに決まっている。でも，お
母さんもおじいちゃんもお仕事の都合でそう
できないこともあるんだよ」などと言い開か
せてホールへ誘う。A子は，だだをこねなが
らもついて行く（この間，N子は迎えに来た
祖父と一足早く帰って行ったが，帰り際「バ
イバーイ，A子ちゃんバイバーイ」と伸び上
がって玄関脇の小窓から事務室でぐずってい
るA子に声をかけていく。親しみと名残惜し
さの溢れたその声によほど楽しく遊んだのだ
ろうと恵われたeA子はそれに応じる余裕も
なくごねていた）。
　いつものように17：30母親が来たe担任が
母親にA子の言ったことと様子を話して尋ね
たところによると，祖父が早く迎えに来ると
いう予定はなかったとのことa昨夜夕食の時、
晩酌で一杯機嫌の祖父にA子が「明日早くお
迎えに来てね」と言い，祖父が「おうおう」
と答えた，それをA子が勝手に思い込んだの
だろうと言う。共に居残りの1子も，この頃
早く姉が迎えに来るのを見ているということ
もあって，A子もおじいちゃんに頼んだので
はないかと担任は言っていた。
＜記録⑮＞　H1α1．6（火）．
居残りなので1子とA子と私でタクシー降
所の子ども達に同乗して送って行った帰り，
車の窓から葬式が見えた。1子が目に入った
通りがかりの人を捉えて「A子のお父さんじ
やないの」と言うが，A子が「えっ」と言っ
ているうちにタクシーはサァーと過ぎた。
保育所に戻って少しすると，A子は「お家に
帰りたい」「お母さんに電話して」と言う。居
残り当番のW先生や私が「お母さんお仕事だ
から」と言っていると，羽根つきをしながら
1子もD子も「そうだよ一，お仕事終わったら
ちゃんとお迎えに来てくれるんだよ」と言う。
そう言われれば言われるほどA子はだだをこ
ねて「お母さんお仕事じゃない。電話して一，
お家に帰る」「お葬式に行く一」．と手足をバタ
バタさせてひっくり返る。それを見て1子と、
D子はおどけてA子の口真似をして「～って．
言って，A子ちゃん赤ちゃんみたい」と言う。
一A子「赤ちゃんじゃない一，お家帰る一」と
ますます荒れる。
しばらくして迎えに来た高校生の姉の話に
よれば，母親は今目は仕事を休んで，今，葬
式の手伝いに行っているとのこと（A子の家
は葬式のあった家の本家筋ではないかと担任
は言う）。そういう事情を聞いている保育者
と私のそばで，すっかり機嫌の直ったA子は
大急ぎで帰り支度をしながら「A子もお葬式
行づてみる1」とはしゃいで言う。
［V］A子の居残り・特別保育の捷えに績右も轟
（1）母親との関係
　早出保育時に母親を後追いして泣くこともなく，
母栽が迎えに来ても喜びもしない入薮婁暴のA争
の姿に母子関係の希薄さを感じ患保育菩もいた。
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A子を出鷹後まもなく姑が入院し，A子は入所す
るまで80歳の大舅が6畳問の各所に鍵をかけて子
守をしていたというから保育者の経験的勘は当た
っていたかもしれない。だが，A子の母親はとて
も素朴な人で，姑の退院等事情が変わり余裕も生
じると，A子の仕草・振る舞い・片言にも目が向
き（⑯〉，徐々に解消されていったものと思われる。
＜記録⑯＞　H6，　4．26（火）．連絡帳の母親の記述
　人まねが大好きで，私のまねなどして，家
の人など笑わせています。言葉もだんだん増
えてきて嬉しくなってしまいます。靴下，ズ
ボンなど自分から脱いだり着たりとしてくれ
るのですが…。ちょっと困ってしまいます。
（2）仲聞への興味・関心と仲問意識
　入所当初は，人よりも物に引きつけられていた
A子も徐々に生活を共にする仲間に興味・関心を
寄せるようになった。友達を求める気持ちがある，
のになかなか受け入れられないことも多く！友達
への仲間入りは，5歳児の終わりになってもなお
A子の自己課題であり保育（者）の課題であった
が，実際仲間として受け入れられるかどうかはと
もかく，この意識の芽生え・高まりは居残りゃ特
別保育の感じ方を大きく左右していると言える。
（3）状況認知の深まり・広がり
1・2歳児の頃には，菓子が食べられるとか寝か
される等，自分にとって身近なことで居残りや特
別保育を捉えていたものが，友達に関心が向いて
くると，帰つていく友達の状況との関係で取り残
されていく自分の状況が捉えられるとか，自己認
知が可能になることで自分の状況が見えてくると
回りの状況も見えてくる等，友達には迎えが来て
も，自分には来ないという状況が分かるようにな
ってきたということがあるだろう。
（4）保育者の見方
　まだ色々なことが分からない年齢だと思える時
は，可愛そう等と思わずにいられるが，子どもな
りに色々なことが分かる年齢だと思うと，寂しそ
うとか気の毒だ，可愛そうと思って見るようにな
るeまた，かつてのように飛び出て行く心配もな
くなると兄や姉と一緒にいられるのではないかと
思ったり，事情も分かる年齢だと思うと帰りたい
気持ちに共感しながらも母親や自分達の事情もく
んで欲しくなる。その時々の保育者の見方もA子
の居残りの捉えに影響を与えている。
（5）雰囲気の変化
　子どもの数が多いと，子どもも一山遊ぽうとい
う気持ちになるし，保育者も何か活動を仕立てて
いこうとかかわるが，一人二人ならテレビやビデ
オを見せておくとか本を読んでやる、危なくない
ように遊ばせておくといったかかわりになりがち
である。子どもの数と保育者のかかわりの変化は，
場の雰囲気を変化させ，その場・時間の感じ方に
影響を与えている。仲間がいた時と帰ってしまっ
た後でも違う。
［V［］おわりに
　A子のli＃問外保育の捉えに絡む要因について見
てきた。様々な要因が絡み合って変化することで，
子どもにとっての意味は一様ではない。楽しく思
ったりつらく思ったりする。一日の中にもそれは
ある。年齢と共に弁えていくというのでもない。
詳細な事情が察知できることで，自分の思いを強
く主張することもある。
・本研究は，日本保育学会第51回大会（1998年5
月24日於東京学芸大学）での口答発表「M子
の時間外保育に関する一考察」に修正・加筆し
たものである。
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